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2 3

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限

月 共通基盤ワークショップ 1A 物 語 を つ く る

英語リテラシー1

火 プログラミング 電 気 回 路 １

電 気 の 物 理１電 気 計 測 １

水 修 学 基 礎

心 理 を よ む

社会貢献活動概論

木 歴史をみつめる 文化をはぐくむ スポーツ基礎Ａ

コ ン ピ ュ ー タ
リ テ ラ シ 基 礎

　

金

電 気 数 学 １ 教 職 入 門

教 育 心 理

科目区分

共 通 基 盤

社会人基礎

前学期 後学期

共 通 基 盤 W S 1 A 共 通 基 盤 W S 1 B

修 学 基 礎

英 語 リ テ ラ シ ー 1 英 語 リ テ ラ シ ー 2

ス ポ ー ツ 基 礎 A ス ポ ー ツ 基 礎 B

コンピュータリテラシ基礎 コンピュータリテラシ応用

前学期 後学期

共 通 基 盤 W S 2 A 共 通 基 盤 W S 2 B

く ら し と 法 ・ 政 治 行 動 ・ 日 本 国 憲 法

英語コミュニケーション2英語コミュニケーション1

科目区分

共 通 基 盤

社会人基礎

科目区分

社会人基礎

前学期 後学期

キ ャ リ ア 形 成 進 路 研 究

国際 政 治 経 済・外 交と安 全 保 障・グロー バ ル デ ータ分 析

市 場 と 経 済 ・ 企 業 経 営 ・ 会 計 と 財 務

1年次の学修1年次の学修

この表で、赤字で示された科目は共通必修、黒字で示された科目は学科専門必修で、全員が必ず履修します。
一方、青字で示されているのは選択科目で、CAP※の範囲内（学科により異なり、この場合は2科目まで）で
各学生が自由に選んで履修できます。また、5時限目にある緑字で示された科目は教職課程※のものです。
※CAPについてはp.10、教職課程についてはp.8をご覧ください。

35名程度の学部・学科混成クラスで月
曜日午前中の1・2コマにおこなわれる、
グループワークを主体とした授業です。
学生は前学期と後学期とで、異なるテー
マのクラスに所属します。

・共通基盤WS（ワークショップ）1
コミュニケーションサークル（CC：1
年次少人数担任制）活動とも連携し
て、大学生活へのスムーズな導入を支
援する様々なプログラムが用意され
ています。

・修学基礎
PCスキルをレベルアップするための授
業です。入学時の実力に応じて、前学期
に選択科目の「入門」を受けた後、半期
遅れで「基礎」と「応用」を履修するこ
ともできます。

・ICT基礎

■ 1 年次共通必修科目

■ 時間割のイメージ

大学での学びの基盤づくりが、最大の目標です。まずは授業にしっかり取り組んで主体的に学ぶ姿勢と習慣を
身に付けつつ、必要とされる基礎的な知識と技術を修得し、その結果として履修した科目の単位を着実に修得
することが大切です。

所属学科によらず、すべての学生が履修し指定されたクラスで受講します。

参考として、電気電子工学科 2023年度入学者前学期授業時間割の例を挙げました。

1 年次から利用する修学支援 ICTシステム　※これらはいずれも共通のアカウントとパスワードで利用できます。

Moodle（ムードル）
学修管理システム（LMS）
で、これを使って教員は授業
資料や予習復習課題の提示
および受講者への各種連絡
などを、学生は課題提出や
授業に関する質問などを
おこないます。

SIT Portfolio
（ポートフォリオ）
学生自身が4年間の授業で作成
したレポートや論文、課題達成
のために収集した資料や成績
などの学修成果を記録するため
のシステムです。また、各種
アンケートにも利用します。

CampusSquare
（キャンパススクエア）
Web上で授業の履修登録、
出欠状況の確認、単位
修得状況と成績の確認を
おこなうためのシステム
です。

Google Workspace
Googleが提供する包括的
なサービスで、電子メール
（Gmai l）、オンライン
会議（Meet）、クラウド
ストレージ（ドライブ)
などが含まれます。

工
学
部

工
学
部

工
学
部

工
学
部

1年次の共通基盤WS1より専門的なテーマや、社会と連携する活動に取り組むことで、身に付けた知識や
技能を生かす力と意欲を伸ばすことが目標です。各学期に20～25人の20クラス程度を設定し、企業とのコラボ
レーションや地域連携活動など、PBL（課題解決型学修）の要素を取り入れた授業を実施します。同窓会を
通じて、卒業生が勤めている企業にも協力を要請しています。

これら２つの授業を通じて、卒業後の進路を見つける（多くの場合は就職活動）ための準備をします。「キャリア
形成」では、社会や企業のニーズと自分自身の強みや弱みを知って、社会での自己実現をイメージすることを
目指します。一方、「進路研究」では、主に就職活動で役立つ実践的なスキルを高める内容が中心になります。

・共通基盤WS（ワークショップ）2

※これら3つの科目から1つを選び、前学期または後学期に履修します。

※それぞれ3つの科目から１つを選び、前学期と後学期に１科目ずつ履修します。

■ 2 年次共通必修科目
社会に目を向けながら、社会人基礎力のアップを目指します。

・キャリア形成・進路研究

本学では、リテラシーレベルの数理・データサイエンス・AIに
関する「ICT・AI・データサイエンス教育プログラム」を実施
しています。この教育プログラムは、文部科学省が推進する
「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテ
ラシーレベル）」に認定されています。工学部の学生も、
このプログラムの科目「データサイエンス入門1」を履修する
ことができます。「データサイエンス入門1」では、AI・データ
サイエンスの重要性や社会における活用事例について学ぶ
ことに加え、基本的なデータリテラシーを身につけます。

工学部でもデータサインエンスが学べます
学年が進むにつれて、学科専門の選択科目が増えてきま
す。自身の興味関心だけでなく、4年次で卒業研究をお
こないたい研究室の専門分野や将来就きたい職業を意識
し、それらと関連の深い内容を学べる授業を優先して、
系統的に学修を深めていくことが大切です。学科によっ
ては資格取得につながる科目も設定されていますので、
活用を考えてみるのもよいでしょう。

学科専門科目履修のポイント

■ 3 年次共通必修科目
社会人として求められる基礎的知識と技能を身に付けます。

1 年次で身に付けた基盤の上に、専門分野の知識と技能を積み上げつつ、それらをどのように活かして社会に
貢献できるかを考える幅広い学びを加えることで、卒業後の進路への意識を高めていきます。

2年次・３年次の学修2年次・３年次の学修
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科目区分

共 通 基 盤

社会人基礎

１時限 2時限 3時限 4時限 5時限

月 共通基盤WS1A 物 語 を つ く る

文化をはぐくむ

火 データサイエンス
入門1(メディア)※１

プログラミング
基礎（メディア）※１

水 修 学 基 礎

心 理 を よ む

木

スポーツを分析する

歴史をみつめる コンピュータリテラシ
基礎（メディア）※１ 英 語 総 合 基 礎 　

金 情報学実習Ａ

前学期 後学期

共 通 基 盤 W S 1 A 共 通 基 盤 W S 1 B

修 学 基 礎

英 語 総 合 基 礎 英 語 総 合 発 展

プログラミングのための
基礎数学（メディア）※１

コンピュータシステム
入門（メディア）※１

確率統計リテラシ１
（メディア）※１

前学期 後学期

共 通 基 盤 W S 2 A 共 通 基 盤 W S 2 B

く ら し と 法 ・ 政 治 行 動 ・ 日 本 国 憲 法

スポーツで健康をデザインするスポーツで健康を科学する

科目区分

共 通 基 盤

社会人基礎

科目区分

社会人基礎

前学期 後学期

キ ャ リ ア 形 成 進 路 研 究

国際 政 治 経 済・外 交と安 全 保 障・グロー バ ル デ ータ分 析

市 場 と 経 済 ・ 企 業 経 営 ・ 会 計 と 財 務

1年次の学修1年次の学修

この表で、赤字で表示された科目は共通必修、黒字で示された科目は学科専門必修、緑字で示された科目は専攻必修で、全
員が必ず履修します。一方、青字で示されているのは選択科目で、CAP※2の範囲内（この場合は１科目）で各学生が自由に
選んで履修できます。
※1（メディア）はメディア授業のことです。　※2 CAPについては p.10、教職課程については p.8 をご覧ください。

35名程度の学部・学科混成クラスで月曜日午前中の1・2コマに
おこなわれる、グループワークを主体とした授業です。学生は前
学期と後学期とで、異なるテーマのクラスに所属します。

・共通基盤WS（ワークショップ）1
コミュニケーションサークル（CC：1年次少人数担任制）活
動とも連携して、大学生活へのスムーズな導入を支援する
様々なプログラムが用意されています。

・修学基礎

インターネットにさえつなげられれば、いつでもどこでも授業を受けら
れる「メディア授業」を１年生では学科必修科目を中心に受講します。
わからないところは、何度でも繰り返して確認できます。質問などは、
電子メールでもちろん可能ですが、湘南工科大学独自の対応として、週
に１回、すべてのメディア授業で担当の教員に対面で質問できる機会を
用意していますので、安心して受講に臨んでください。

・メディア授業
情報学部では、すべての学生が持参するノートPC
の利用を前提としたBYOD（Bring　Your　Own 
Device）方式となります。また、大学構内の様々
な場所でWi-Fi環境が整っており、メディア授業
の受講をはじめ、課題作成や提出、資料の参照や
ダウンロードなどが大学構内で可能です。

・BYOD

■ 1 年次共通必修科目

■ 時間割のイメージ

大学での学びの基盤づくりが、最大の目標です。まずは授業にしっかり取り組んで主体的に学ぶ姿勢と習慣を
身に付けつつ、必要とされる基礎的な知識と技術を修得し、その結果として履修した科目の単位を着実に修得
することが大切です。

所属専攻によらず、すべての学生が履修し指定されたクラスで受講します。

参考として、情報工学専攻 2023年度入学者前学期授業時間割の例を挙げました。

1年次の共通基盤WS1より専門的なテーマや、社会と連携する活動に取り組むことで、身に付けた知識や技能を
生かす力と意欲を伸ばすことが目標です。特に、後学期の共通基盤WS2Bでは、情報学部の学生を対象とした情報
通信産業の企業とのコラボレーションに、PBL（課題解決型学修）の要素を取り入れ、将来の情報通信技術者とし
てのキャリアを意識した授業を実施します。同窓会を通じて、卒業生が勤めている企業にも協力を要請しています。

これら２つの授業を通じて、卒業後の進路を見つける（多くの場合は就職活動）ための準備をします。「キャリア
形成」では、社会や企業のニーズと自分自身の強みや弱みを知って、社会での自己実現をイメージすることを
目指します。一方、「進路研究」では、主に就職活動で役立つ実践的なスキルを高める内容が中心になります。

・共通基盤WS（ワークショップ）2
※これら3つの科目から1つを選び、前学期または後学期に履修します。

※それぞれ3つの科目から１つを選び、前学期と後学期に１科目ずつ履修します。

■ 2 年次共通必修科目
社会に目を向けながら、社会人基礎力のアップを目指します。

・キャリア形成・進路研究

学年が進むにつれて、学科専門の選択科目が増えてきます。自身の興味関心だけでなく、4年次で卒業研究を
おこないたい研究室の専門分野や将来就きたい職業を意識し、それらと関連の深い内容を学べる授業を優先し
て、系統的に学修を深めていくことが大切です。学科によっては資格取得につながる科目も設定されていますの
で、活用を考えてみるのもよいでしょう。

・学科専門科目履修のポイント

情報学科で扱うICT分野すべてを“分野ローテーション”による課題解決型実習で体験する「情報学実習」を
１年次に受講して、各分野の先輩がどのような研究課題に取り組んでいるか、その面白さや社会的意義などを
知り、学びに触れながら自分の「やりたいこと」を見つけます。２、３年次の「情報学課題解決実習」では、
専攻・学年を超えて、「やりたいこと」が同じ学生同士が集まり、じっくりと課題解決に取り組みます。この課題
解決の成果を半期毎にSITガレージ※1にてポスター発表の形式で報告会を行います。午前・午後と入れ替え制で
すべての履修者グループが発表を行い、優れた発表には「ベスト発表賞」も贈られます。専攻・学年の枠をなく
すことで、多様な技術・知識を吸収でき自分の中でそれらが混じり合い、次の学びに発展し、続く4年次の「卒
業研究」や卒業後の進路につなげることができる学びが本学科の「課題解決型実習」の特徴です。

・課題解決型実習

■ 3 年次共通必修科目
社会人として求められる基礎的知識と技能を身に付けます。

1 年次で身に付けた基盤の上に、専門分野の知識と技能を積み上げつつ、それらをどのように活かして社会に
貢献できるかを考える幅広い学びを加えることで、卒業後の進路への意識を高めていきます。

2年次・３年次の学修2年次・３年次の学修情
報
学
部

情
報
学
部

情
報
学
部

情
報
学
部

※1「SITガレージ」は、2～3年次の選択必修科目「情報学課題解決実習」を中心とする課題解決型実習での利用を想定した、
　　 モノづくりの楽しさを体験しながら「情報学」を学ぶための実習室です。

1 年次から利用する修学支援 ICTシステム　※これらはいずれも共通のアカウントとパスワードで利用できます。

Moodle（ムードル）
学修管理システム（LMS）
で、これを使って教員は授業
資料や予習復習課題の提示
および受講者への各種連絡
などを、学生は課題提出や
授業に関する質問などを
おこないます。

SIT Portfolio
（ポートフォリオ）
学生自身が4年間の授業で作成
したレポートや論文、課題達成
のために収集した資料や成績
などの学修成果を記録するため
のシステムです。また、各種
アンケートにも利用します。

CampusSquare
（キャンパススクエア）
Web上で授業の履修登録、
出欠状況の確認、単位
修得状況と成績の確認を
おこなうためのシステム
です。

Google Workspace
Googleが提供する包括的
なサービスで、電子メール
（Gmai l）、オンライン
会議（Meet）、クラウド
ストレージ（ドライブ)
などが含まれます。
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学生の出欠・単位修得状況のWeb確認
別途郵送されるユーザ名と仮パスワードを使って、本学ホームページ内の下記のサイトから
利用マニュアルと成績・出欠確認システムにアクセスし、メニュー（パソコンでは左側、スマート
フォンでは左上ボタン）の「学生情報」から、それぞれの状況をご確認いただくことができ
ます。ご利用方法に関するお問い合わせは、メディア情報センターまでお願いいたします。

各学年・学期終了時点での修得単位数は、修学が順調であるかを判断する物差しになります。要注意といえる
単位数の目安は、概ね表に示すとおりです（学部により異なるので、ご注意ください）。3年次の終了時に表に
示す単位数未満の場合は、卒業研究の履修ができず、留年となります。また、卒業の要件単位数は124ですの
で、表に示す3年後期の単位数ぎりぎりで4年次生になったとしても、卒業研究や就職活動をしながら授業を受
け、必要な単位を修得しなければ、4年次末での卒業ができません。表の数字はあくまでも目安ですので、この
単位数よりも多く修得できるように、毎学期の学修に臨んでもらいたいと思います。

・現在の学期に履修登録している授業科目ごとに、各回の実施日と出欠が表示されます。
・回数欄が表示されない科目は、通常の時間割には載らない授業（集中開講など）です。
・表示は、「〇」が出席、「欠」が欠席、「他」は遅刻、補習、公欠のいずれかを示します。
・出欠データの登録は、授業終了後1週間以内におこなわれます。ただし、学期初めや教員の都合等の
　事情により、遅れることがあります。
・記入された出欠は、補習実施等の理由により、後に修正されることがあります。

・成績の一覧表には、これまでに履修登録した科目
がすべて表示されます。

・画面に表示される総修得単位数は、卒業要件に
含まれない教職科目の修得単位も含みますので、
進級や卒業の要件単位数と直接対応しない場合が
あります。

授業出欠状況を確認する際の注意事項

成績と修得単位数を確認する際の注意事項

https://www.shonan-it.ac.jp/for-guardian/education/campussquare/

修学状況の目安：修得単位数を確認する修学状況の目安：修得単位数を確認する

＜附属図書館＞＜附属図書館＞

実際には、修得単位数以外に必修科目や科目区分ごとの単位修得状況や、授業の出席状況なども併せて考える必要
があります。これらを総合的に判断して心配な点が認められたときは、担当教員からまず学生本人に注意し、それ
でも改善が見られない場合には、保護者・保証人の皆様にもご連絡差し上げることになります。
このような連絡は、学年末の成績表送付あるいは例年9月に実施されるSIT修学懇談会のご案内の際に、郵送で
おこなうのが基本です。修学状況に対する所見をお送りいたしますので、届いた場合には、懇談会へのご出席
あるいは電話でのお問い合わせをいただきたく思います。
なお、次ページに示す通り、授業出欠と単位修得状況を随時Web上で確認できるシステムが、保護者の皆様に
もご利用いただけます。必要に応じてご活用いただければ幸いです。

ICTルーム「Marine」

工学部 修得単位数
情報学部 修得単位数

18
18

36
36

52
54

68
72

84
88

100
104

学年・学期 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期

学内で活用できる学びの場
授業時間の合間や授業後に、学内で課題やレポートに取り組める全学共通の場所として附属図書館やICT
ルームがあります。これらの場所では、学生がスタッフとしても活躍しており、一般学生向けの企画・講
座を行っています。

附属図書館は、授業期間中の平日9時～19時、土曜日9時～16時30分で開館しています。また、休業期間
中も平日9時～16時30分で開館しています（土曜日は休業期間により異なります）。図書の閲覧･貸出しだ
けでなくPCなども備えられ、仲間同士で課題などに取り組める環境になっています。また、学生スタッフ
により不定期で様々な企画展示が行われています。

＜ICTルーム＞＜ICTルーム＞
糸山英太郎記念教育研究総合センターには、学生が授業の合間に自由に利用できるPCルームがあり
ます。3階のSkyには、Windows PC20台とBYOD用の席が10席あり、プログラミングやCADのソフト
ウェアがインストールされています。2階のMarineには、Windows PC31台、Mac1台があり、全台の
PCに43型大型モニターがついています。他にも3台の大型液晶タブレットがあり、AdobeCCやBlender
など、画像や動画編集を行うことができ
ます。両室でMicrosoft Office、プリンター、
スキャナーが使用可能で、学生のICTサポート
スタッフが操作に困っている利用者を助け
たり、在学生のICTスキル向上のための各種
無料講座を企画・開催したりしています。

● Web開発とセキュリティ入門講座
● 生成AI講座
● 誰でもボカロP!? 無料から始める楽曲＆MV制作
● Blenderでプロダクトを魅力的にレンダリング   
する講座

● ゼロから始める! 初心者向け写真/レタッチ体験会
● 機械学習とPythonプログラミング講座
● つくれコラ画像！
　Photoshopでの画像合成編集講座

学生の・学生による・学生のための体験講座 開催例

● SIT FASHION MONTHS 
● 図書館をプロデュースする 
●クリスマスが来た！

● 本を一度も読んだことがない人へ 旅する本
●【お金を読む】～あなたと本で読み解くお金の”いま”～
● ニューイヤーが来た！

企画展示の実施例

ICTルーム「Sky」

PC版  スマホ版
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4年次での学修は、配属された研究室で卒業研究をおこなうことが基本になります。
研究室配属は、現在すべての学科で、3年次後学期までの間に仮配属としておこなわれています。配属方法も、
定員制で成績順に決めるという単純な形ではなく、学生の希望にも配慮するようになってきました。それでも
全員が第一希望の研究室に所属することは難しく、最後は成績（GPA）と授業などを通じた担当教員との関係
を考慮して決定されます。配属研究室は卒業後の進路にも関わってきますので、できれば早い時期から考えて
対応しておきたいところです。
卒業研究は必修科目で、その単位を修得するには、配属研究室で求められる研究活動をおこなった上で、
期限までに卒業論文を提出し、各学科でおこなわれる研究発表会で発表して、合格することが条件です。

授業でわからないことがあったら－学修支援の仕組み
授業でわからないことがあったとき、わからないまま過ごしてしまうとさらに授業が理解できなくなり、単位修
得が困難となることにつながります。「授業がわからない」をなくすため、本学では次のような学修支援を行っ
ています。

本学では、1、2年次の共通基盤ワークショップで社会人に求められる基礎力を身につけることに加え、3年次か
らはキャリア必修科目を通じて企業就職の準備を進めます。4年次進級前の春休みからは、学内合同企業説明会
や単独説明会を開催するなどして、就職活動を本格的に後押しします。学内で開催する説明会参加企業は、本
学で学んだ学生の採用に意欲的であり、多くの学生が参加企業で内定を取得しています。一方で最近は、イン
ターンシップや電子ポートフォリオを活用した逆オファー型の採用など、あたらしい仕組みも増えてきていま
す。特にインターンシップへの参加は、企業・業界理解を深めるだけでなく、企業エントリーの条件となって
いる場合もあり、より重要度が増しており、複数のインターンシップに参加することで、より自分にあった企
業の発見にもつながります。これらの流れに乗り遅れないように、早めから進路への意識を高め、それにあわ
せた授業の履修を考えることも大切です。
また、大学院進学や教員採用試験へのチャレンジなど、企業就職以外の進路を目指す場合には、遅くとも3年次
前学期までに意思決定をしておくことが望まれます。

卒業後の進路決定に向けて卒業後の進路決定に向けて

通常の教育課程以外の学び通常の教育課程以外の学び

教員免許状の取得を目指すための課程で、原則として1年次前学期に登録し、この課程のために設定された
多くの科目を、各学年で通常の授業に加えて履修します。課程全体の運営は教職センターが担当していて、
学科により異なりますが、中学技術、高校工業、中学・高校数学、高校情報の免許取得が可能です。毎年20名
程度の免許取得者があり、近年は卒業時に正規教員として採用される学生も増えています。

・教職課程

各授業でわからないことがあった場合に担当教員に直接質問し、指導が受けられる時間として「オフィスア
ワー」を設けています。授業を担当する専任教員が、個別指導でわかりやすく指導を行うよう心掛けています。
授業内では質問できなかったこと、他の学生の前では質問できなかったことなどを、オフィスアワーを活用し
て遠慮なく質問し、わかるまで教わってください。オフィスアワーは週1回設けられており、教員・授業に
よってオフィスアワーの曜日・時間が異なります（非常勤教員は原則、授業の前後の時間やメール等での対応
となります）。詳細は、各授業の概要や授業の進め方、授業計画を記した「シラバス」に記載されていますので、
確認してください。シラバスは大学ホームページで確認することができます。

・オフィスアワー

授業でわからないことがあっても、教員には質問しづらいことが多いと思います。また、1人で教科書などを
見ながら理解しようとしてもなかなか難しいことも多いと思います。そんなときに活躍する場が「スタディサ
ポートルーム」です。スタディサポートルームは学科ごとに開設され、1・2年生の専門科目の学修を、同じ学
科の上級生がサポートしてくれる場所です。すでに各科目の単位を修得した上級生が学生目線に立って、どこ
がわからないかを対話しながら一緒に考えてくれます。また、授業への取り組み方や学科の諸情報などについ
ても相談にのってくれます。授業の課題や内容の理解に困ったとき、“学科のここが知りたい”と思ったときなど
に活用してください。スタディサポートルームの開設日時は学部・学科によって異なりますので、詳しくは学科
の担当教員や掲示物で確認してください。

・スタディサポートルーム

大学での学びから学生生活まで、困ったときに気軽に相談して支援を受けられる場所として「SITガクラボ
（修学支援センター）」があります。学外から専門の講師を招いて運営していますので、大学の教員・職員に
は話しにくいことでも相談できます。SITガクラボには、次の3つの役割があります。

・SIT ガクラボ（修学支援センター）

ヘルプデスクは、修学や学生生活に関わる個々の学生の問題に対し、解決や解消に向けて可能な限りの支援
を行う窓口です。どこに相談してよいかわからないことなどにも対応します。

・ヘルプデスク（大学公式HPで「ヘルプデスク」と検索）

本学のミッションである「社会に貢献する技術者の育成」を達成する上で、「社会を知る」、「社会人基礎力を
磨く」ことが、より行動力のある技術者を目指す上で大切です。「社会貢献活動」は、様々なボランティア活動に参
加し、周りの人々と意思疎通を図ること、協力して活動すること、そうして目的を達成することで、社会に出るため
の人間性の形成、実践力の向上を目指します。
「社会貢献活動」には、始めに取り組む「社会貢献活動1」と、その後に同じ活動分野を自主企画などでさらに深め
る「社会貢献活動2」があります。この「社会貢献活動」を支援する組織として「社会貢献活動室」があります。
文部科学省から特色ある大学教育として選定されたこともある取り組みですので、多くの学生にチャレンジして
ほしいと思います。

・社会貢献活動

2年次から始める、ワンランク上の学修を目指す学生のためのプログラムです。これに参加することで、
他学部・他学科専門科目のCAP外での履修や、コース担当教員の指導の下での研究活動ができます。現在、
①AI②IoT③ロボティクス④XRメディアの4つのコースが活動しており、2025年度からは「⑤医工学コース」
が新たに開講されます。
このプログラムには、毎年多くの学生が参加し、学会で発表するなどの成果を挙げています。
なお、参加には1年次の成績等に条件があります。

・横断型先端分野学修プログラム

研究室配属と4年次における学修研究室配属と4年次における学修

【これまでの実習テーマ例】・ロボテラスを広めよう！ ・高齢者パソコンサポート ・防災活動サポート
・車いすテニス大会サポート ・茅ヶ崎里山保全 ・引地川の環境保護
   他、様々なテーマで活動しています。

・学生生活のちょっとした悩みを相談できる
勉強や大学での生活の悩みなどを気軽に相談できます。誰に相談して良いかわからないことでも、相談して
みてください。

・大学の勉強のサポートをしてくれる
大学の授業では､数学や理科などの高校での学びを理解していることが前提で授業が進められるものもあり、
高校での理解不足が大学での学習を難しくすることもあります。そんな時、今さら訊きにくい高校での学び
の基礎からでもサポートします。また、ノートのとり方、レポートの書き方なども教えてもらえます。

・居場所の提供
自習スペースなどとして自由に利用できます。授業の合間などに授業の課題を行ったりするだけでなく、
少しリラックスできる場としても活用できます。

専門科目がわからない

基礎科目の学び直し・
学修の悩み

各担当教員に質問・相談『オフィスアワー』

上級生に質問・相談『スタディサポートルーム』

学外専門講師に質問・相談
『SITガクラボ（修学支援センター）』
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基本的な事項と重要な用語基本的な事項と重要な用語

学期と授業期間
・各学年、前学期と後学期の2学期制です。それぞれを半期と呼びます。

・各学期の授業期間は、月～金の各曜日が16週となるように設定されます。

・授業回数確保のため、月～金の祝日に当該曜日の授業を実施することがあります。

授業時間割と授業形態
・1日の時間割は、1～5時限（コマ）で各90分です。

・講義・演習・実技の科目では、各週1回1コマの授業が基本となります。

・実験・実習の科目では、多くが2コマ連続の授業となります。

科目の大区分
・共通基盤科目：湘南工科大学での学びの基盤づくりをするための全学共通科目です。

・社会人基礎科目：社会人基礎力を伸ばすことを目的とする全学共通科目です。

・学科専門科目：学科ごとに専門的な知識や技能を身に付けるための科目です。

・教 職 科 目：教員免許状の取得を目指す学生のために、別枠で開講される科目です。

科目履修と単位修得 
・各学期に履修登録した科目の授業を受けて、評価に合格すると単位が修得できます。

・週1回全16回の授業で、講義・演習科目は2単位、実験・実習・実技科目は1単位です。

・科目ごとに指定された配当年次があり、それより下の学年での履修はできません。

・CAP：半期に履修登録できる授業数の上限で、20単位に設定されています。

科目の種類
・必 修 科 目：単位修得が卒業のための必須要件となる科目です。

・選 択 科 目：単位修得が卒業の可否に直接関係なく、自由に選んで履修できる科目です。

・選択必修科目：指定の科目群から所定の数以上の単位修得を必要とする科目です。

卒業要件と成績 
・卒業要件：4年以上在籍（休学期間を除く）し、総修得単位数が124単位以上および、科目区分毎に定め
　　　　　　られた必修や選択必修の条件を満たすことが、卒業の要件になります。

・成　　　　績：成績は100点満点で評価され、成績表には評語で示されます（下表参照）。

・G P A：履修した科目すべての成績を数値化（＝GP）し、各科目の単位数で重みづけした上で平均した

　　　　　　尺度で、0～4の範囲で大きいほど成績優秀となります。

80～89 70～79 60～69 不受験等 出席不足

評語

評価

A
90～100評価

S B C X Y

GP 34 2 1 0 0

単位 合格＝単位修得

0～59

D

0

その他

Z

0

不合格＝単位未修得

保護者が知っておきたいトラブルの事例と対策保護者が知っておきたいトラブルの事例と対策

一人で悩まないで！一人で悩まないで！

この春大学一年生となった皆様、期待と喜びの中で
新しい生活を始められる事と思います。大学の4年間
は子供から大人への成長をしていく過渡期となり、
いろんな思いを巡らせます。
「友達ができない」「大学へ行けない」「体調がすぐ
れない」「勉強や就職のことで不安」「友達や恋人の
悩み」「家族の悩み」など様々な悩みがあっても誰に
も相談できない人も多いのではないでしょうか。
大学保健室はケガや体調不良だけでなく、ちょっとし
た不安などの相談窓口になれればと思っています。
いつでもお気軽にいらしてください。

学生は湘南工科大学の学生という身分と共に、社会では「成人（大人）」です。普段から自身の言動については、法令・規範・
社会マナーを順守し、成人（大人）として強い自覚・責任をもち大学生活を送ってください。

SNSや知人の誘い（簡単なアルバイト）に乗り、マルチ商法や闇
バイトなどに巻き込まれ、自覚なく犯罪に加担し、被害者であり加
害者になるケースがあります。また、セミナーに参加し、断り切れ
ず商品を購入せざるをえなくなり借金を背負う場合もあります。

保健室

― 保健室をのぞいてください ―

CC担当教員
研究指導教員
学科の先生

SIT ガクラボ
（修学支援センター） 学生相談室

（臨床心理士）

保健室

健康相談室
（内科医）

※要予約…予約の際は保健室まで（秘密は厳守します）※要予約…予約の際は保健室まで（秘密は厳守します）
予約制《学生相談室・健康相談室》

《学生相談室》 ◎臨床心理士がカウンセリング（予約制）に応じています。（月・水）
場所：学生相談室 4 号館１階玄関入って右側にあります。
《医師による健康相談室》　◎学校医との相談ができます。
来校日：第 3火曜日
場所： 保健室 （4号館 1階）

【成人（大人）としての自覚と責任を】

■ 大学通学時における注意事項

・歩道や路側帯では、道幅一杯（横）に広がって歩かない。 
・スマートフォンやゲーム機など、操作しながら歩かない。 

歩行者

自転車・バイク
・道路交通法及び学内規則を遵守し、常に安全運転を心掛けてください。
・自転車通学を希望する学生は、学生課で登録手続きをしてください。
・神奈川県条例で自転車保険の加入が義務化されています。
・自転車を運転する際はヘルメットの着用が努力義務となっています。
・バイク通学を希望する学生は、別途案内する「講習」を受講しなければ
なりません。

■ 依存に関するトラブル
喫 煙
・20歳未満の喫煙は法律で禁止されています。
・喫煙は依存性が高く、健康上の理由からも喫煙習慣を身に付けないよ
うにしましょう。
・大学内は禁煙です。（特定屋外喫煙所「卒煙スポット」を除く）
・大学近隣の路上等での喫煙は、近隣住民の迷惑となるため禁止です。

飲 酒
・20歳未満の飲酒は法律で禁止されています。
・学内での飲酒、アルコール類の持ち込みは禁止です。
・アルコールハラスメントに注意しましょう。飲酒の強要、一気飲み・一
気飲ませ、飲酒できない人へ配慮を欠くこと、迷惑行為。

・飲酒運転（車、バイク、自転車）は厳禁です。飲酒運転は「道路交通法」
の厳罰対象で、お酒を提供した者や同乗者も罰せられます。 

大麻等の禁止薬物
・近年、若者の間で大麻や禁止薬物による検挙者が急増し、社会問題に
なっています。犯罪で逮捕され、依存症になり、心身に悪影響を及ぼ
すだけでなく、人生を棒に振ることにもつながります。

ネット（SNS、ゲーム、コンテンツ課金)
・SNS上での誹謗中傷、個人情報・安易な書き込みで、大きなトラブル
になるケースがあります。不特定多数の人が見ることを念頭に適切に
使用するよう気を付けてください。

・ネット依存になり、生活が昼夜逆転し健康・学業に支障が出るケースが
あります。自身の意思を強く持ち、規則正しい生活習慣を身につけるよ
う心がけてください。

・運営・発信元が確かでない甘い話に安易にのらないこと。
・契約を伴う場合、金銭のやり取りが発生する場合は、契約前に必ず内
容を精査し家族に相談してください。 

・金銭トラブル、契約トラブル、犯罪に巻き込まれた際は、躊躇なく「消
費者庁のホットライン」「最寄りの警察署」に相談してください。

■ マルチ商法、悪徳商法、闇バイト等のトラブル

相談してみようかな…？相談してみようかな…？

学校生活にあたって困ったことがあれば、学生課に相談してください。
また、個人的・学外でトラブルになった場合は、一人で悩まずに家族や外部の相談機関に相談してください。

学生生活で知っておいた方がよい事項については、ガイダンスで配布した冊子「新入生へのメッセージ」に
記載されていますので一読していただきますようお願いいたします。

学生には以下のような注意喚起を行っています。ご家庭におきましても、ご子女との会話のご参考にしていただければと存じます。


